
6

そうじゃ  議会だより

7

一
般
質
問

一
般
質
問

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

声
な
き
声
や
弱
者
の
声
、
ま

た
、
批
判
の
声
を
ど
う
酌
み
上
げ

て
今
後
の
市
政
に
反
映
し
て
い
く

の
か
。

答

市
民
目
線
で
少
数
意
見
に
特

に
配
慮
し
、
全
体
的
に
は
質
を
上

げ
て
い
く
。�

（
市
長
）

問

今
後
、
合
併
特
例
債
の
対
応

は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

今
の
総
社
市
の
財
政
状
況
で

〈〈
名

木

田
　

正

昭
〉〉

は
考
え
る
べ
き
で
な
い
。�（
市
長
）

正
木
山
の

観
光
資
源
化
に
つ
い
て

問

西
の
吉
備
路
と
し
て
「
サ
ン

ト
ピ
ア
岡
山
総
社
」
を
中
心
と
し

た
正
木
山
の
観
光
活
性
化
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

答

遊
歩
道
と
し
て
は
抜
群
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
観
光
資
源
と
し

て
も
絶
景
ポ
イ
ン
ト
の
景
色
や
歴

史
的
価
値
は
魅
力
が
あ
る
。

�

（
市
長
）

西
公
民
館
久
代
分
館
移
転

新
築
事
業
に
つ
い
て

問

長
年
の
久
代
地
区
民
の
夢
で

あ
っ
た
西
公
民
館
久
代
分
館
の
新

築
完
成
予
定
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。

答

平
成
25
年
度
に
土
地
の
取
得

及
び
造
成
を
実
施
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。
平
成
26
年
度
に
は
完
成

す
る
よ
う
動
い
て
い
る
。

�

（
市
長
・
教
育
長
）

県
道
美
袋
停
車
場
線
の

整
備
に
つ
い
て

問

消
防
署
昭
和
出
張
所
移
転
に

か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答

平
成
25
年
度
ま
で
に
建
築
、

そ
し
て
26
年
度
の
春
に
は
新
消
防

署
で
業
務
が
で
き
る
。�

（
市
長
）

問

改
良
事
業
が
挫
折
し
て
10
年

が
経
っ
て
い
る
が
、
市
長
の
決
意

は
ど
う
か
。

〈〈
多
　

田
　

英
　

章
〉〉

答

県
に
対
し
て
、
強
力
に
お
願

い
し
て
い
く
。�

（
市
長
）

国
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る

美
袋
駅
に
つ
い
て

問

文
化
財
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

木
造
駅
舎
に
改
修
で
き
な
い
か
。

答

今
の
と
こ
ろ
改
修
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
は
思
わ
な
い
。

�

（
市
長
）

問

駅
舎
内
を
地
元
団
体
の
活
用

場
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

答

安
全
性
や
必
要
な
経
費
に
対

し
て
考
え
て
み
る
。�

（
市
長
）

高
梁
川
河
川
敷
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

問

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
野
外
調
査
跡

地
を
、
親
水
公
園
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

答

実
現
に
向
け
て
国
、
県
に
働

き
か
け
て
い
く
。�

（
市
長
）

問

河
川
で
の
遊
泳
は
、
で
き
な

い
も
の
か
。

答

水
質
的
に
遊
泳
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
。�

（
市
長
）

生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い
て

問

生
涯
学
習
の
効
果
は
ど
う
か
。

答

市
民
憲
章
に
も
う
た
っ
て
あ

る
生
涯
学
習
は
、
人
生
を
有
意
な

も
の
に
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

�

（
市
長
）

答

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で

も
学
習
機
会
が
与
え
ら
れ
、
心
身

と
も
に
豊
か
な
人
生
を
歩
む
一
助

と
し
て
ほ
し
い
。�

（
教
育
長
）

問

生
涯
学
習
効
果
は
、「
刑
法

〈〈
根

馬
　

和

子
〉〉

犯
、
要
支
援
費
用
」
が
低
く
、「
子

ど
も
の
学
力
体
力
」
が
高
く
、「
市

民
の
満
足
度
」
が
高
く
な
る
と
の

デ
ー
タ
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
、

各
部
課
の
メ
ニ
ュ
ー
を
一
体
的
に

市
民
に
情
報
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

答

一
体
的
な
情
報
の
発
信
は
市

民
に
と
っ
て
良
い
こ
と
な
の
で
参

考
と
し
た
い
。�

（
教
育
長
）

子
育
て
支
援
体
制
に
つ
い
て

問

妊
婦
に
対
す
る
保
健
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
口
腔
ケ
ア
が
重
要
と
考

え
る
が
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

答

来
年
度
か
ら
、
年
６
回
の
歯

科
健
診
の
補
助
を
し
て
い
く
。

�

（
市
長
）

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
い
て

問

職
員
の
一
律
カ
ウ
ン
タ
ー
向

き
や
昼
休
憩
、
時
間
外
勤
務
は
、

ど
う
す
る
か
。

答

サ
ー
ビ
ス
・
部
屋
・
財
政
を

考
え
、
今
ま
で
ど
お
り
と
す
る
。

�

（
市
長
）

厳
し
い
総
社
市
財
政

国
の
補
助
・
負
担
金
減
は

問

財
政
が
厳
し
い
要
因
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
国
の
負
担
金
や
補

助
金
の
廃
止
・
削
減
も
原
因
の
一

つ
。
主
な
も
の
は
何
か
。

答

国
の
三
位
一
体
改
革
で
保
育

園
の
建
設
や
運
営
、
就
学
援
助
、

児
童
扶
養
手
当
支
給
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
な
ど
国
の
負
担
金
・
補

助
金
が
廃
止
・
削
減
さ
れ
、
平
成

〈〈
西
　

森
　

頼
　

夫
〉〉

18
年
度
に
は
７
億
６
千
万
円
も
市

の
負
担
が
増
え
た
。
平
成
16
年
度

以
降
は
ハ
ー
ド
事
業
、
ソ
フ
ト
事

業
と
も
市
の
持
ち
出
し
で
事
業
を

進
め
て
い
る
。
機
会
が
あ
る
ご
と

に
国
の
責
任
を
求
め
て
い
く
。

�

（
市
長
）

自
力
で
雪
舟
く
ん
に

乗
れ
な
い
人
に
も
公
平
に

問

新
年
度
か
ら
改
善
す
る
も
の

の
不
十
分
だ
。
い
き
い
き
チ
ケ
ッ

ト
で
タ
ク
シ
ー
に
も
乗
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
な
い
。
折
り
た
た
み

式
の
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
乗

れ
る
が
そ
れ
以
外
は
乗
れ
な
い
。

雪
舟
く
ん
に
１
回
乗
れ
ば
タ
ク

シ
ー
に
乗
れ
る
50
円
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
、
遠
隔
地
の

人
に
は
鉄
砲
届
き
が
し
な
い
な
ど

自
力
で
雪
舟
く
ん
に
乗
れ
な
い
人

へ
の
対
応
が
全
く
で
き
て
い
な
い
。

答

タ
ク
シ
ー
業
者
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
々
の
声
を
聞
い
た
。
50
円

シ
ス
テ
ム
を
と
り
あ
え
ず
や
っ
て

み
て
、
お
客
様
の
判
断
を
待
ち
た

い
。�

（
市
長
）

子育て支援の窓口

雪舟くんに乗り込む利用者

正木山からの眺望

タンチョウの野外調査跡地（美袋）


